
従業員をリスキリング
成長分野に人材シフト

　将来の予測が困難な、ＶＵＣ
Ａ（変動性、不確実性、複雑性、
曖昧性）時代を企業が生き抜く
ためには、変化に合わせて必要
な技術・スキルを持った人材の
確保が求められます。その点、
すでに在籍する従業員にデジタ
ルトランスフォーメーション
（ＤＸ）関連などのスキルを習
得させるリスキリングは有効な
手段となりえます。ＤＸ人材を
新規採用するよりコストを抑え
られますし、社内業務に精通し
ている分だけ実践面でアドバン
テージがあります。持続的な成
長には、リスキリングによる従
業員の戦力化とそれを実行する
人的投資が鍵を握ります。
　企業がリスキリングを導入す
る際の留意点は３つあります。
１つ目は、目的やビジョンを明
確にすることです。どのスキル
をいつまでに習得すべきかの理
由とロードマップがなければ、

従業員の理解は得られにくくな
ります。企業側が従業員の既存
スキルを十分に把握しておら
ず、ｅラーニング講座を自由に
受講させるパターンだと、現在
地と目指すべきゴールが不明瞭
になり効果が薄まります。
　２つ目は、従業員が受講しや
すい研修コンテンツを整備・提
供することです。日立製作所は
従業員の仕事やスキルのデータ
を登録すると、最適なコンテン
ツを人工知能（ＡＩ）が推奨す
るシステムを導入しています。
自社での内製化にこだわらず、
外部の教育プログラムを活用す
ることも一考に値します。
　３つ目は、学んだ内容を実践
する機会の提供です。リスキリ
ングにより習得した新しいスキ
ルや知識が業務に生かされ、キ
ャリア形成にもつながる実感
を、企業は従業員に示していく
必要があります。

教育訓練等の人的資本投資の充
実が喫緊の課題です。また生産
性に関する研究では、企業によ
る教育訓練投資の増加が労働生
産性や賃金を高めるという研究
結果もあり、人材投資の不足が
日本の生産性が伸び悩む要因の
一つと考えられています。
　 年３月期決算以降の有価証
券報告書から企業の人材育成方
針の記載が義務化されますが、
企業価値を向上させるための人
材投資を促す狙いもありそうで
す。岸田政権が掲げる「新しい
資本主義」では、個人のリスキ
リング支援として５年間で１兆
円の施策パッケージの実施を表
明しており、人材投資を後押し
する姿勢が鮮明です。
　リスキリングの先行事例とし
て米国の通信会社ＡＴ＆Ｔが知
られています。経済産業省の資

料によると、同社は 年時点で
従業員 万人のうち将来の事業
に必要なスキルを持つ人は半数
にすぎず、約 万人は 年後に
は存在しないであろうハードウ
エア関連のスキルしか保有して
いない実態を把握しました。
　そこで 年までに 億㌦をか
けて 万人のリスキリングを行
い、一定スキルが要求される技
術職の約８割を社内人材で充足
することに成功しました。また
リスキリングプログラムに参加
する従業員は、そうでない従業
員に比べて人事評価が 倍高
く、離職率も 倍低いという
プラス効果も見られています。
環境変化に適応した好事例とい
えるでしょう。
　日本でもＤＸ推進と並行して
従業員のデジタルリテラシーを
高める試みが始まっています。

スキリングは人的資本を高める
効果がありますが、デジタル技
術は進歩が早い分だけ関連知識
も陳腐化するので、企業は継続
的な人材投資を求められます。
　一方で自社以外でも通用する
研修を行えば、従業員の転職リ
スクが懸念されます。こうした
ジレンマに直面した企業はどう
すべきなのでしょうか。そのヒ
ントはエンゲージメントにあり
ます。エンゲージメントの高い
従業員は企業への帰属意識が高
く、離職率も低い傾向がありま
す。企業は従業員がモチベーシ
ョン高く自社業務に従事できる
よう、リスキリングによる学び
直しを通じて、自律的なキャリ
ア形成を後押しすることが重要
です。企業は従業員のエンゲー
ジメントの向上とリスキリング
の推進にセットで取り組むこと
で、ＶＵＣＡ時代を乗り越えて
いけるのではないでしょうか。

　世界経済フォーラムのリポー
ト「仕事の未来 」によると、

年までに労働力の自動化と
デジタル化により 万件の雇
用が喪失する一方で 万件の
雇用創出を予測し、官民連携に
よるリスキリングの必要性を訴
えています。
　従業員のリスキリングには企
業の人的投資が必要不可欠です
が、日本企業のＯｆｆ―ＪＴ（職
場外での研修・訓練）の能力開
発費用は他の先進国と比較して
低水準です。国内総生産（ＧＤ
Ｐ）に占める日本企業の人的投
資は ％にとどまり、米国
（ ％）やフランス（ ％）、
ドイツ（ ％）を大きく下回
っています。成長分野に人材を
シフトし雇用を守るため、世界
各国の企業はリスキリングに取
り組んでおり、日本にとっても

いがあります。
　また、越境先での新たな視点
や気づきを自社に取り入れれ
ば、既存事業の改善や新規事業
の創出の可能性も高まります。
企業にとって自社にない知見を
取り込むスピードが今まで以上
に重要です。新しい知識・スキ
ルを貪欲に吸収し、チャレンジ
することを是とする企業文化が
なければ、競合他社との差別化
は難しいでしょう。
　日本では今後も人手不足が続
くため、従業員のスキルを向上
させ続ける必要があります。リ

　企業が人的資本経営を進めて
いくための課題の一つに「リス
キリング」の推進があげられま
す。学び直しともいわれており、
企業がデジタルトランスフォー
メーション（ＤＸ）時代を乗り
越えるために、従業員の業務遂
行に必要となる新しいスキルや
知識を習得させる意味合いでた
びたび用いられます。
　経済産業省の「人材版伊藤レ
ポート 」でも、人材戦略に
求められる共通要素の一つとさ
れています。人工知能（ＡＩ）
をはじめとするデジタル技術の
進化により、現在ある仕事の一
部は遠からず消滅する可能性が
あります。時代に合わない事業
を成長分野に移行させて新たな
価値を創造するため、企業は従
業員のリスキリングに向き合う
ことが求められています。

日立製作所は、国内グループ企
業の全社員約 万人を対象にＤ
Ｘ基礎教育をｅラーニング形式
で実施しています。また、成長
の要となるデジタル人材を 年
度に海外も含めて９万８千人
（うち国内３万９千人）に強化
する計画を実行中です。企業は
経営戦略と連動した人材戦略の
ＫＰＩを設定し、リスキリング
した人材を成長事業にシフトす
ることで、はじめて経営目標の
実現に向かうことができます。

　最近では職場にとどまらず、
社外活動を通じて新たなスキル
などを習得する手法として越境
学習が注目されています。法政
大学大学院教授の石山恒貴氏
は、越境学習を「自分にとって
のホームとアウェイを行き来す
ることによる学び」で「日常の
職場とは異なる環境に身を置い
て活動すること」と定義してい
ます。所属企業から他企業やＮ
ＰＯへの出向・派遣を通じ、自
社にいては気づかない学びや視
点を得て、本人のモチベーショ
ン向上や能力開発につなげる狙
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みやじ・ゆうたろう　 年東大法卒、
現在の損害保険ジャパンに入社。営業
や経営企画、調査部門での勤務や経済
産業省、日本損害保険協会への出向な
どを経て 年４月より現職。労働生
産性や働き方等の調査研究・データ分
析などを担当。経済学や公衆衛生学の
研究者らで構成する「生産性に関する
研究会」の事務局としても活動中。趣
味は登山と温泉巡り


